
2021 年度 第 2 回 POC 技術委員会 会議 議事録 

 

日時： 2021 年 10 月 9 日（土）9：00～10：20 

場所： パシフィコ横浜 会議センター 511 + 512 号室又は Web 会議 

参加者：敬称略 順不同 

会議室参加 

藤巻慎一、福田篤久、後藤慎一、岡尚人、櫛引健一、奥田優子、山崎家春、竹澤理

子、久保田芽里、三好雅士、服部聡、江原佳史、竹田良子、中井剛史、吉尾仁美、

フマウィド・マリジョイ、岸本貴志、樋渡亮二、工藤僚康、 

野村寛明、古田仁志、植田大輔、加藤了大、古賀政之、〆谷直人、山田修、 

 Zoom 参加 

菊池春人、坂本秀生、小林隆、薬師寺小百合、木下敬一郎、中村政敏、福岡京子、

木下陽介、乘船政幸、繁正志、木下真紀、青山朋子、渋谷未来、鈴木貴、桑克彦 

欠席者：太田麻衣子、滝野寿、竹浦久司 

議事録：岡尚人 

 

【配布資料】 

資料 1 認定試験内規 

資料 2 第 81 回 POC セミナー企画書案 

資料 3 POC 技術委員会名簿 

 

議題： 

開会あいさつ 

【報告事項】  

1. 認定テキストの発刊について（後藤） 

2. 開催されたセミナーの報告（各担当）  

3. 今後のセミナーについて(各担当) 

4. 認定試験について（福田委員長） ＊資料 

【協議事項】 

1. 認定制度の細則変更について （坂本幹事） 

2. 次期委員長の選出について （後藤事務局） 

3. あり方 WG について（小林幹事） 

【その他】 

1. 次回委員会予定 

 



議事録 

 

【報告事項】 

1. 開催されたセミナーの報告      後藤 

以下の 4 セミナーが 202１年度開催され、報告がなされた 

・第 78 回 POC セミナー（WEB）＊ 認定試験受験者増加対策の為開催 木下 

開催時期： 2021 年 7 月 

開催方法： Web 

 テーマ： 認定 POC コーディネーターに必要な基礎知識について 

開催形式： 講演のみ 

単位：  2 単位（総論） 

 参加者： 82 名（事前予約人数） 

・第 79 回 POC セミナー（WEB）＊ 認定試験受験者増加対策の為開催 中村 

 開催時期： 2021 年 8 月 

開催方式： Web 

テーマ： POCT 対応機器正しく使用できていますか 

 開催形式： 講演のみ 

単位：  2 単位（総論、通信） 

 参加者： 130 名（事前予約人数） 

 

・第 80 回 POC セミナー（横浜）＊現地開催で企画   服部 

   開催時期： 10 月 8 日 13:35～17:00 

開催方式： 現地開催（パシフィコ横浜）or Web 

テーマ： 災害大国日本 

対岸の火事ではすまされない！過去から学ぶ災害医療と今 

 開催形式： 講演＋実習（ビデオを活用した実習） 

単位：  ３単位（総論、運用技術論、記録通信 各 1 単位） 

参加者： 当日参加者５５名、事前申し込み７６名、当日参加８名 

 

・第 11 回認定 POCC 更新セミナー（横浜）＊現地開催で企画  坂本 

 開催時期： 10 月９日 13:00～ 

開催方式： 現地開催（パシフィコ横浜）or Web 

テーマ： 委員会メンバー外で POCC 認定者を演者として、実務経験の報告 

  演者５名、１名現地講演、４名録画講演 

企画： POC 運用事例報告 



 単位：  認定更新単位又は総論 1 単位 

 参加人数； 会場 46 名 

2. 今後のセミナーについて 

今後のセミナーに関して協議を実施し、合意し委員会（案）とする 

 ・第 81 回 POC セミナー（富山） （資料２）    三好 

   開催時期： 2021 年 11 月 13 日（土）14:40～16:40 

会場：  富山国際会議場・富山市民プラザ 

開催方式： 現地開催 ＋ Web  

第 68 回日本臨床検査医学会学術集会との共催 

テーマ： 新型コロナでどう変わった？感染症 POCT の最前線 

 単位：  総論 2 単位 

 担当委員： 三好 

詳細は、添付資料を参照 

 

・生物試料分析学会共催セミナーに関して    櫛引 

今回は、２学会合同学会であり、かつ、Web ２元中継での開催であるため 

ＰＯＣセミナー時間を設定することが困難であり、今回は断念する。 

２０２３年は九州開催予定で、大会長と協議し進めることとする。 

 

 ・東京都臨床衛生技師会      竹澤 

ＰＯＣ講座にＰＯＣ単位を２単位付与した。２０２１年度技師会にて実施も可能である。

枠は取れるため POC 講座（Web）で実施する方針で合意し、担当者を募ることとした。

２０２０年度は２時間枠 ７８名参加で２１都府県よりの参加があった。 

 

・他組織とのセミナー共催に関するディスカッション   全員 

他団体との共同（共催）学会である場合に関する、費用負担に対しての予算 

設定等の検討を実施してゆく。 

例として、都臨技の場合、ＰＯＣセミナーを名乗るのであれば、費用負担が発生する

が、講座であれば費用は発生しない。 

ＰＯＣセミナーの運営、単位付与に関して、決まりを見直す時期とする。 

 

3. 認定試験について（資料２）      福田 

 テキスト発刊済 

 試験問題は、テキスト原稿を担当した委員が作成し、福田委員長、菊池副委員長、坂

本幹事が、５０問の試験問題を選定 

 試験実施 10 月 10 日 15:00～17:00 



 認定試験制度の関する内規の協議が行われ、下記の意見が出された。 

 認定試験判定会議は、認定試験問題選定者が行うものとする 

 理事会報告以前では、合格者ではなく、合格予定者とする 

 委員会への報告に関しては、個人名は出さず判定基準と人数のみを報告する 

 内規であり、委員会承認で進める 

 

【協議事項】 

1. 認定制度の細則変更について       坂本 

 更新時必要単位に、学術活動に対し現状の条件に加え下記単位の追加を承認する 

医療検査科学会筆頭発表者  １単位 

ＰＯＣセミナー発表者  ２単位 

POC 関連文献筆頭執筆者  ３単位 

 承認後、過去に遡り単位を付加する(この制度が始まった 2020 年 4 月以降) 

 

2. 次期委員長の選出について       後藤 

 次年 3 月末の福田委員長の退任に伴い、次期委員長の選出を下記のとおり実施す

ることで承認された。 

① 自薦を募り、自薦がない場合は他薦を募る（10 月末まで） 

② 所信表明を受けたのち、委員会内で候補者を決定する 

③ 藤巻担当理事より、理事長へ候補者を伝え、理事長に承認をいただく 

 現在、自薦者が１名いる 

 

3. あり方 WG について       小林 

 時間なく議論を進めることができず、後日メールにて配信することとした。 

 

【その他】 

１．次回委員会  

日本医療検査科学会 第 36 回春季セミナー 場所：佐賀県 

日時：2022 年 4 月 16 日（土）時間未定 

 

 

以上、 


